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今
年

で 10 歳 ・
魚

沼

市魚
沼
市

報

う お
ぬ ま

お
も
な
内
容

特集：この１０年を未来の力に。
平成２６年度魚沼市褒賞
公営企業決算状況
全国学力と学習状況調査より

次
の
１０
年
へ
。
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特 

集
魚沼市誕生１０周年
この１０年を未来の力に。

　

北
魚
沼
郡
６
か
町
村
の
合
併

に
よ
る
、
魚
沼
市
の
誕
生
を
目
前

に
控
え
た
平
成

１６
年

１０
月

２３
日
。

　

中
越
大
震
災
は
発
生
し
ま
し

た
。

　

倒
壊
す
る
家
屋
や
崩
れ
落
ち

る
田
畑
や
道
路
。
次
の
朝
を
迎
え

た
と
き
、
私
た
ち
の
前
に
は
目
を

覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
、
無
残
な

地
震
の
爪
あ
と
が
広
が
っ
て
い

ま
し
た
。
魚
沼
市
は
合
併
を
華
々

し
く
祝
う
間
も
な
く
、
震
災
の

混
乱
の
中
で
の
門
出
と
な
り
ま

し
た
。

　

憔
悴
し
た
あ
の
日
か
ら･･･

着
実
に
復
興
の
歩
み
を
進
め
る

中
で
、
私
た
ち
を
支
え
た
も
の

は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

家
族
と
の
つ
な
が
り
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
。

　

震
災
後
も
幾
度
と
な
く
訪
れ

た
水
害
や
雪
害
な
ど
の
災
害
を

乗
り
越
え
て
い
く
力
の
源
は
、

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
そ
の
人
々
の
輪
が

広
が
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
力
が
、

未
来
の
魚
沼
市
を
つ
く
る
原
動

力
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の

１０
年
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
明
日
へ
の
希

望
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。
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し
い
命
を
授
か
り
も
う
す
ぐ

家
族
が
増
え
よ
う
と
し
た
時
に
、
風

間
雅
美
さ
ん
は
守
門
で
震
災
に
襲
わ

れ
ま
す
。
当
時
の
経
験
を
魚
沼
市
震

災
記
録
集
に
寄
稿
く
だ
さ
っ
た
、
風

間
さ
ん
の
現
在
の
様
子
を
う
か
が
っ

て
み
ま
し
た
。

　
「
近
所
の
人
は
妊
娠
中
だ
っ
た
私
を

風
邪
を
ひ
か
な
い
よ
う
心
配
し
て
く

れ
た
り
、
色
々
と
気
に
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
が
い
る

中
で
、
無
事
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
て

き
て
く
れ
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。」
と
雅
美
さ
ん
は
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
も
う
一
人
の
お
子
さ
ん

に
恵
ま
れ
た
風
間
さ
ん
家
族
。「
こ
の
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新

１０
年
間
に
全
国
の
あ
ち
こ
ち
で
震
災
や

災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
子
ど
も

が
生
ま
れ
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
普
通
で
い
ら
れ
る
こ

と
の
幸
せ
を
感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
家
族

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
語
り

ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
へ
「
友
だ
ち

を
大
切
に
、
助
け
合
い
支
え
あ
う
気
持

ち
を
持
っ
て
成
長
し
て
欲
し
い
。
災
害

な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、
手

を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
大
人
に
な
っ
て
欲

し
い
。」
と
思
い
を
託
し
ま
し
た
。

特 

集
魚沼市誕生１０周年
この１０年を未来の力に。

　
　
　

災
か
ら
の
復
興
は
、
道
路
や
建
物

な
ど
の
復
旧
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の

心
が
満
た
さ
れ
元
気
に
な
っ
て
、
初
め
て
復

興
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
み
ん
な
が

風間さんご家族（魚沼市新保）

助
け
合
う
「
結
」
の
精
神
が
市
内
に

広
が
り
、
復
興
の
手
助
け
が
で
き
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
会
場
内
だ
け

が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
周

辺
地
域
の
人
に
も
ロ
ウ
ソ
ク
を
灯
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
全
体
で
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
一
体
感
を
出
す
効
果

も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
実
行
委
員
会
と
し
て
は
、

震
災
か
ら

１０
年
の
今
年
度
を
ひ
と
つ
の

区
切
り
と
し
て
、
こ
の
事
業
を
終
了
し

ま
す
。
し
か
し
、
市
内
で
定
着
し
て
き

た
こ
の
「
結
」
の
灯
り
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
、
冬
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
と
連
携
し
た
、
新

た
な
取
り
組
み
を
考
え
た
い
で
す
ね
。

井口勉さん

ＮＰＯ法人魚沼交流ネットワークのメン
バーとして、プロジェクト「結」の事務
局長を務める。

震

プロジェクト

震災を忘れず復興への願いを込めてロウソクを灯すこ
のプロジェクトは、平成１８年からスタートしました。また、
冬のイベントをつなぐ灯として魚沼の各地を彩ります。

横山さんご家族（魚沼市竜光）

立
　
　

 

っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
激
震

が
過
ぎ
去
っ
た
後
、
倒
壊
し
た
車
庫

の
前
で
呆
然
と
立
ち
尽
く
す
横
山
さ

ん
家
族
。「
家
、
車
、
車
庫
。
す
べ
て

を
失
い
、
一
時
は
魚
沼
の
地
を
離
れ

よ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。」
と
父
親
の

道
雄
さ
ん
の
心
は
揺
ら
ぎ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
避
難
所
で
生
活
す
る
中

で
、
同
じ
避
難
者
や
全
国
か
ら
支
援
し

て
く
れ
る
人
の
優
し
さ
に
触
れ
、「
財

産
は
す
べ
て
失
っ
た
が
、
家
族
だ
け

は
残
っ
て
く
れ
た
。
へ
こ
た
れ
て
い

て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
家
族
の
た
め

支
え
て
く
れ
る
人
の
た
め
、
も
う
一

度
こ
の
地
で
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
。」

と
家
の
再
建
を
決
意
し
ま
す
。

　
「

１０
畳
１
間
の
避
難
所
で
、
家
族
は

１
年
間
暮
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が

家
族
の
絆
を
深
め
た
気
が
し
ま
す
。」

と
母
親
の
美
春
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

現
在
、
横
山
さ
ん
は
か
つ
て
住
ん

で
い
た
竜
光
に
家
を
新
築
し
ま
し
た
。

　

家
族
が
団
ら
ん
す
る
明
る
い
居
間

に
は
、「
パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
た
い
」

「
幸
せ
な
家
族
を
築
き
た
い
」
と
子
ど

も
た
ち
の
夢
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

　
　
　

興
が
進
み
、
次
の
段
階
で
必
要

な
の
は
地
域
の
つ
な
が
り
で
し
た
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い

く
中
で
、
入
広
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

で
は
「
地
域
の
お
茶
の
み
会
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

「
あ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
今
日
は
い
る
か

な
」
と
お
年
寄
り
を
気
に
掛
け
、
病
気
や

災
害
時
の
安
否
確
認
に
も
な
り
ま
す
。

浅井利彦さん

（一財）魚沼市地域づくり振興公社で
地域復興支援員として震災復興に携
わり、地域活性化事業などを行う。

　

こ
の
よ
う
に
世
代
や
家
族
を
超
え
て
、

地
域
が
つ
な
が
れ
る
仕
組
み
を
市
内
全

域
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
う
ち
か
ら
魚
沼
の

良
さ
に
触
れ
、
愛
着
を
も
っ
て
も
ら
お
う

と
、
自
然
探
検
ツ
ア
ー
や
ま
ち
歩
き
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
等
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
大
人
に
な
っ
て
も
他
の
地
域

の
人
に
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
自
信
を
も
っ

て
伝
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
愛
し
誇

り
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

復



魚沼市１０年 間のあゆみ

５
月
１
日

６
月
１
日

６
月

１４
日

１０
月
２
日

平
成

２２
年　

３
月
１
日

３
月
３１
日

４
月
１
日

６
月

３０
日

１０
月

１２
日

１１
月
３
日

平
成

２３
年　

１
月

２４
日

３
月

１１
日

３
月
３１
日

４
月

１６
日

６
月

１４
日

７
月

２８
日

８
月

２８
日

平
成

２４
年　

１
月
３１
日

４
月

１６
日

１１
月

１１
日

１２
月

１２
日

平
成

２５
年　

１
月

２７
日

７
月

２６
日

１０
月
1
日

平
成

２６
年　

１
月
１
日

４
月
２
日

６
月
１
日

６
月

２９
日

７
月

１３
日

１１
月
１
日

平
成

１６
年　

１0
月

２３
日

１１
月
１
日

１２
月

１２
日

平
成

１７
年　

１
月

１３
日

３
月

３０
日

４
月
１
日

５
月
９
日

６
月

２８
日

９
月

２５
日

１１
月

１３
日

平
成

１８
年　

１
月
８
日

１
月

２９
日

２
月

２２
日

４
月
１
日

６
月

１０
日

６
月

３０
日

７
月

２２
日

１０
月
２１
日

平
成

１９
年　

３
月
１
日

３
月
３
日

４
月
１
日

６
月
１
日

７
月

１６
日

８
月

３０
日

平
成

２０
年　

２
月

２３
日

４
月
１
日

１０
月

２３
日

１２
月

１２
日

平
成
２１
年　

３
月
３１
日

４
月
１
日

４
月

２０
日

新
潟
県
中
越
大
震
災
（
６
か
町
村
で
災
害
対
策
本
部
を
設
置
）

北
魚
沼
郡
６
か
町
村
合
併
・
魚
沼
市
制
施
行

星
野
芳
昭
初
代
魚
沼
市
長
の
市
政
が
は
じ
ま
る

平
成

１７
年
豪
雪
（

１９
年
ぶ
り
の
豪
雪
、
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
）

東
京
都
足
立
区
と
友
好
自
治
体
提
携

魚
沼
市
章
を
制
定
、
小
出
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぱ
ぴ
ぷ
」
オ
ー
プ
ン

魚
沼
市
誕
生
記
念
式
典
挙
行

平
成

１７
年
６
月
豪
雨
（
豪
雨
災
害
対
策
本
部
を
設
置
）

国
指
定
重
要
文
化
財
「
目
黒
邸
」
入
館
者
１
０
０
万
人
達
成

魚
沼
特
使
に
大
桃
美
代
子
さ
ん
他

４５
名
を
任
命

平
成

１８
年
豪
雪
（
豪
雪
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
同
日
災
害
救
助
法
適
用
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
結
」
に
よ
る
、
結
の
灯
り
点
灯
式

ト
リ
ノ
冬
季
五
輪
ア
ル
ペ
ン
女
子
回
転
競
技
に
星
瑞
枝
選
手
（
下
折
立
）
が
出
場

大
栃
山
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
開
始
、
魚
沼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
開
局
（
堀
之
内
地
域
の
一
部
）

小
出
郷
文
化
会
館
開
館

１０
周
年
イ
ベ
ン
ト
開
催

防
災
行
政
無
線
開
局
（
市
内

９７
か
所
）

震
災
復
興
野
球
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ッ
チ
開
催

震
災
メ
モ
リ
ア
ル
ラ
イ
ブ
「
結
の
灯
り
」
初
開
催

入
広
瀬
火
葬
場
供
用
開
始

県
立
小
出
高
等
学
校
定
時
制
最
後
の
卒
業
式

市
営
堀
之
内
住
宅
入
居
開
始

魚
沼
市
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
入
居
開
始

新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
職
員
を
現
地
に
派
遣
）

「
尾
瀬
国
立
公
園
」
誕
生

魚
沼
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
設
立

ふ
る
さ
と
納
税
「
結
」
ス
タ
ー
ト
、
地
域
復
興
支
援
員
配
置

水
の
郷
工
業
団
地
造
成
工
事
開
始

大
平
悦
子
第
２
代
魚
沼
市
長
の
市
政
が
は
じ
ま
る

上
条
小
学
校
閉
校
、
須
原
小
学
校
に
統
合

「
市
の
木
・
花
・
鳥
・
魚
」、「
市
民
憲
章
」、「
市
民
の
歌
」
を
制
定

魚
沼
市
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
施
設
（
有
機
セ
ン
タ
ー
）
運
転
開
始

「
自
然
環
境
都
市
」、「
交
通
安
全
都
市
」、「
非
核
平
和
都
市
」
を
宣
言

「
健
康
都
市
」
を
宣
言

市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典
挙
行
、
魚
沼
市
民
祭
開
催

第
６４
回
国
民
体
育
大
会
「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
魚
沼
会
場
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

成
年
男
子
９
人
制
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
女
子
９
人
制
開
催

市
の
木
・
花
・
鳥
・
魚
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定

東
湯
之
谷
小
学
校
閉
校
、
井
口
小
学
校
と
統
合

魚
沼
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
施
行

小
出
郷
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

水
の
郷
工
業
団
地
ガ
ス
製
造
所
竣
工

作
家
・
故
山
岡
荘
八
氏
へ
名
誉
市
民
の
称
号
を
授
与

平
成

２３
年
豪
雪
（
豪
雪
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、

２７
日
に
災
害
救
助
法
適
用
）

東
日
本
大
震
災
（
避
難
者
の
受
け
入
れ
、
救
援
物
資
の
提
供
、
職
員
の
現
地
派
遣
）

さ
く
ら
保
育
園
閉
園

地
域
医
療
魚
沼
学
校
開
校

広
神
ダ
ム
・
広
神
発
電
所
竣
工

平
成

２３
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
（
水
害
対
策
本
部
を
設
置
）

只
見
線
全
線
開
通

４０
周
年
・
小
出
駅
新
駅
舎
竣
工

平
成

２４
年
豪
雪
（
豪
雪
災
害
対
策
本
部
を
設
置
）

一
般
財
団
法
人
魚
沼
市
医
療
公
社
設
立

第
１
回
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
開
催

大
平
悦
子
市
長
の
２
期
目
の
市
政
が
は
じ
ま
る

平
成

２５
年
豪
雪
（
豪
雪
災
害
対
策
本
部
を
設
置
）

魚
沼
市
新
病
院
を
「
魚
沼
市
立
小
出
病
院
」
に
名
称
決
定

魚
沼
市
消
防
署
上
条
出
張
所
開
所

新
魚
沼
市
消
防
本
部
開
所

守
門
公
民
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

第
６５
回
全
国
植
樹
祭
に
い
が
た
２
０
１
４
魚
沼
会
場
開
催

石
川
雲
蝶
生
誕
２
０
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

第
１
回
ま
ち
づ
く
り
未
来
会
議
開
催

市
制
施
行

１０
周
年
記
念
式
典
挙
行
、
俳
優
・
渡
辺
謙
氏
へ
名
誉
市
民
の
称
号
を
授
与

特 

集
魚沼市誕生１０周年
この１０年を未来の力に。

平成 17 年豪雪（平成 17 年 2 月 7 日 / 大白川）

トリノ冬季五輪に星瑞枝選手出場（平成18年2月22日）

震災メモリアルライブ「結の灯り」（平成18年10月21 日）

新潟県中越大震災（平成 16 年 10 月 23 日 / 竜光）

魚沼市誕生記念式典（平成 17 年 5 月 9 日）

「尾瀬国立公園」誕生（平成 19 年 8 月 30 日）

上条小学校閉校（平成 21 年 3 月 31 日）

東湯之谷小学校閉校（平成 22 年 3 月 31 日）

小出郷図書館リニューアルオープン（平成 22 年 6 月 30 日）

さくら保育園閉園（平成 23 年 3 月 31 日）

平成23年7月新潟・福島豪雨（平成23年7月28日/下島）

トキめき新潟国体魚沼会場（平成 21 年 10 月 2 日）

市制施行５周年魚沼市民祭（平成21年6月14日）

震災復興野球チャリティーマッチ（平成18年7月22日）

第１回魚沼コシヒカリ紅葉マラソン（平成 24 年 11 月 11 日）
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家計にやさ
しいまちづ
くり

佐藤楠浦さん

小林美季さん

米山愛子さん

子どもと一緒に遊べる所を増やして欲しい
青木順子さん

ちょっと聞いて
みました

　
　人

口問題対策

　少子高齢化に伴う人口減少問題に対
応するため、新たに担当部署を設け数々
の施策を検討しています。

お年寄りにや
さしいまちに
して欲しい

閏間凌太くん

子育てしやすい
まちづくり

田端玲奈さん

ま

ち
づく
り未来会議

　魚沼市の未来像や重要課題につい
て、市民と協働で考えて議論し、総
合計画の原案を作成しています。

魚
沼
市子

ども・子育て
会
議

特 

集
魚沼市誕生１０周年
この１０年を未来の力に。

　新世代の子どもと子育て支援のため
の計画を、市民アンケートの結果を踏
まえて検討しています。

若者が生き生
き暮らせるま
ちづくり
浅井正大さん

みんなが安心して年

をとっていけるまち

桜井君代さん

子どもが増え、
子どもたちが元
気よく笑う、明
るく楽しいまち

森山一枝さん

みんなが暮ら
しやすいまち
にして欲しい
五十嵐康成くん

気軽に運動ができ
て、いつまでも健
康でいられるまち

森山トミ子さん

未来の子どもたち
が住みやすいまち

上村重信さん

　
食

のま
ちづくり推進

　健康や食育の推進や地域活性などを
魚沼の食をテーマに結びつけ、食でつ
ながる元気なまちづくりを推進します。

Action

　魚沼市では未来の発展や問 題等を解決するため様々な事
業や取り組みを行っています。 その一部を紹介します。

 市報うおぬま9

人が集まり、わい
わいと楽しめるま
ちにして欲しい

小島　理さん

第 1 回全体会の様子です 素案が市長に提出されました 婚活イベント「尾瀬こん」開催米々じいちゃんも応援します

8

お米がおいしい
まち

小山理樹くん

笑顔があるれるま
ちでいて欲しい

佐藤紗月さん

みんなが仲良く
楽しいまちにし
て欲しい

高橋優斗くん

子どもが増えて
大きな学校になっ
て欲しい

小玉鈴音さん
佐藤　勉さん

未来の子どもた
ちが笑って暮ら
せる魚沼市
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魚沼市長　大平悦子

　
　
　

沼
市
の
将
来
を
考
え
る
上
で
、
全

国
的
な
課
題
で
も
あ
る
「
人
口
問
題
」
は

避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
地
域
的
に

買
い
物
が
不
便
に
な
っ
た
り
、
雪
掘
り
を

す
る
家
族
が
い
な
い
な
ど
、
日
常
生
活
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
へ
の
支
援
は

急
務
で
あ
り
、
待
っ
た
無
し
の
問
題
に
迅

速
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
中
長

期
的
に
今
の
人
口
を
そ
の
ま
ま
維
持
す
る

こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少

な
く
と
も
人
口
減
少
の
割
合
を
緩
や
か
に

抑
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
雇
用
を
確
保
し
若
者

が
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
企
業
誘
致
や
市
内
企
業
の

活
性
化
な
ど
へ
の
努
力
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
魚
沼
市
で
は
人
口
問
題
の
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
て
、
全
部
署
を
あ
げ
て

対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
的
に
は
、
来
年
度
以
降
は
段
階
的

に
普
通
交
付
税
の
上
乗
せ
部
分
が
削
減
さ

れ
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
事
業
の
選
択
と
集
中
を
実
行
し
、
限

り
あ
る
予
算
の
中
で
安
心
安
全
な
市
民
生

活
を
確
保
し
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

特 

集
魚沼市誕生１０周年
この１０年を未来の力に。

の
子
育
て
や
教
育
環
境
の
整
備
を
継
続
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
心
し

て
年
を
と
っ
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

■魚沼市長インタビュー

　
　
　

の
度
の
長
野
県
北
部
地
震
で
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
結
束
し
て
、
倒
壊
し
た

家
屋
か
ら
救
助
す
る
姿
を
見
て
感
銘
を
覚

え
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
地
域
の
連
携
。
今
後
、

自
治
体
が
縮
小
し
て
い
く
中
で
、
こ
れ
か

ら
は
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
な

ど
の
防
災
組
織
力
が
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
地
域
が
一
体
と
な
り
結
束
す

る
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体
で

育
て
る
教
育
力
に
つ
な
が
っ
た
り
、
地
域

や
市
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
市
民
と

行
政
が
知
恵
を
出
し
合
い
解
決
す
る
、「
協

働
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
礎
と
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
が
輝
き
地
域
が
輝
く
活
気
あ
る
魚
沼

市
と
な
る
た
め
に
、
一
緒
に
歩
み
出
し
ま

し
ょ
う
。

魚

こ

⑤

①式辞を述べる大平市長　②魚沼市まちづくり委員会・清塚克子さんによる市民憲章唱和　③渡辺謙さん　④大平市長（左）、名誉市民の称
号を授与された渡辺謙さん（中央）と妻で女優の南果歩さん（右）　⑤干溝歌舞伎の「やまびこ三番叟（さんばそう）」⑥魚沼産☆夢ひかりの
歌と踊り　⑦魚沼太鼓・響の「烈風」　⑧湯之谷中学校音楽部「魚沼元気」合唱　⑨大平市長指揮による会場全員での「魚沼元気」の大合唱

①

③

④ ②

⑥ ⑦ ⑧

⑨

市
制
施
行

１０
周
年

記
念
式
典

　

魚
沼
市
の
誕
生
か
ら

１０
年
と
な
る

１１
月

１
日
に
、
市
制
施
行

１０
周
年
記
念
式
典
が
、

来
賓
や
招
待
者
、
一
般
市
民
な
ど
約
１
、

０
０
０
人
が
参
列
す
る
な
か
、
小
出
郷
文
化

会
館
に
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
活
躍
し
て
い

る
魚
沼
市
出
身
の
俳
優
・
渡
辺
謙
さ
ん
に
、

名
誉
市
民
の
称
号
が
授
与
さ
れ
、
魚
沼
市
民

が
誇
る
べ
き
郷
土
の
宝
に
、
会
場
か
ら
祝
福

の
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
干
溝
歌
舞
伎
、
魚
沼
産
☆

夢
ひ
か
り
、
魚
沼
太
鼓
・
響
に
よ
る
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、

式
典
を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
湯
之
谷
中
学
校
音
楽

部
に
よ
る
魚
沼
市
民
の
歌
「
魚
沼
元
気
」
の

合
唱
に
続
い
て
、
最
後
は
会
場
全
員
で
の
大

合
唱
。
次
の

１０
年
も
、
人
と
四
季
が
か
が
や

く
雪
の
く
に
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
う
歌

声
が
、
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

ささえあい助けあう　楽しいまちに。

「
人
と
人
、
場
所
と
場
所
、
い
ろ
ん
な
も
の
を

交
差
し
な
が
ら
つ
な
げ
て
い
く
、

繋
ぎ
役
と
し
て
名
誉
市
民
を
活
用
し
た
い
。」

魚
沼
市
名
誉
市
民
・
渡
辺　

謙

俳
優
・
渡
辺
謙
さ
ん
に　
　

　

名
誉
市
民
の
称
号
を
授
与
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　永年にわたる活動や顕著な功績により、各賞を受賞した皆さんをご紹介します。

平成26年度魚沼市褒賞（個人１７名、２企業、２団体）

自
治
功
労

佐さ
と
う藤

　
守ま
も
るさ

ん

　魚沼市議会議員として、永年に
わたり地域の進展に尽力され、市
の発展に寄与されました。

運
輸
行
政
事
務
功
労

佐さ
と
う藤

　
孝
た
か
し 

さ
ん

　旧運輸省（現国土交通省）航空
局職員として永年にわたり職務に
精励され、運輸行政の進展に寄与
されました。

教
育
功
労

町ま
ち
だ田

　
昌
し
ょ
う 

さ
ん

　教師として永年にわたり学校教
育の振興と発展に寄与され、教育
行政の進展に貢献されました。

消
防
功
労

佐さ
と
う藤  

義よ
し
え
い榮 

さ
ん

自
治
功
労

八や

ぎ木  

貞て
い
こ子
さ
ん

更
生
保
護
功
労

大お
お
ふ
ち渕

　
政せ
い
で
ん田 

さ
ん

　魚沼市消防職員として永年にわ
たり地域住民の生命財産を守るな
ど、消防行政の進展に寄与されま
した。

　統計調査員として永年にわたり
円滑な調査に尽力され、国民生活
の基礎となる統計に貢献されまし
た。

　保護司として永年にわたり更生
保護活動に貢献し、明るい社会づ
くり活動に努められました。

更
生
保
護
功
労

桑く
わ
ば
ら原

歡か
ん
の
す
け

之
亮 

さ
ん

社
会
福
祉
功
労

桑く
わ
ば
ら原

　
定さ
だ
じ治 

さ
ん

社
会
福
祉
功
労

尾お
ざ
わ澤

　
源げ
ん
き
ち吉 

さ
ん

　保護司として永年にわたり更生
保護活動に貢献し、明るい社会づ
くり活動に努められました。

　永年にわたり地域での福祉ボラ
ンティア活動に尽力し、社会福祉
の発展に貢献されました。

　社会福祉法人魚沼更生福祉会理
事として永年にわたり福祉事業に
貢献し、当市の障害福祉行政の伸
展に寄与されました。

社
会
福
祉
功
労

佐さ
と
う藤

カ
ヲ
ル 

さ
ん

農
林
水
産
功
労

塩し
お
か
わ川

　
重し
げ
と
み禧 

さ
ん

農
林
水
産
功
労

大お
お
だ
い
ら
平
　
栄え
い
い
ち一 

さ
ん

　永年にわたり地域での福祉ボラ
ンティア活動に尽力し、社会福祉
の発展に貢献されました。

　土地改良区役員として永年にわ
たり土地改良事業の円滑な事業推
進に尽力されました。

　土地改良区役員として永年にわ
たり土地改良事業の円滑な事業推
進に尽力されました。

農
林
水
産
功
労

鈴す
ず
き木

　
容よ
う
こ子 

さ
ん

教
育
功
労

中な
か
む
ら村

　
良り
ょ
う
え
ん圓さ
ん

教
育
功
労

山や
ま
の
う
ち

之
内
喜き
し
ち七 

さ
ん

　永年にわたりユリ切花の生産技
術向上や販売拡大に取り組み、農
業振興に貢献されました。

　幼稚園園長として永年にわたり
子どもの健やかな成長に大きく寄
与し、教育・子育て支援に貢献さ
れました。

　魚沼市文化財保護審議会会長と
して永年にわたり豊かな識見と指
導力で、文化財愛護精神の普及に
貢献されました。

消
防
功
労

櫻さ
く
ら
い井

　
俊と
し
ゆ
き幸 

さ
ん

消
防
功
労

友と
も
の野

　
浩
ひ
ろ
し 

さ
ん

商
工
振
興
功
労

山や
ま
だ
せ
い
こ
う

田
精
工
株
式
会
社

　消防団員として永年にわたり
地域住民の生命財産を守り、消
防行政の発展に貢献されました。

　消防団員として永年にわたり
地域住民の生命財産を守り、消
防行政の発展に貢献されました。

　新技術の導入や社員の技術向上
に絶え間なく取り組むとともに、地
域のものづくりに尽力されるなど
産業振興に貢献されました。

食
品
衛
生
功
労

有
限
会
社
田た

じ
ま
や
し
ょ
う
て
ん

島
屋
商
店

社
会
福
祉
功
労

沙さ
え
み
つ
か
い

恵
光
会

社
会
福
祉
功
労

堀ほ
り
の
う
ち
み
ん
よ
う
ほ
ぞ
ん
か
い

之
内
民
謡
保
存
会

　食品行政に積極的に協力し、安
全かつ高品質の施設管理を行い、
食品衛生の向上に貢献されまし
た。

　永年にわたり地域での福祉ボラ
ンティア活動に尽力し、社会福祉
の発展に貢献されました。

　永年にわたり地域での福祉ボラ
ンティア活動に尽力し、社会福祉
の発展に貢献されました。

※企業・団体については、褒賞授与式へ出席された人の写真を掲載しています。
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収入 支出

ガス料金
10億 7,966 万円

器具販売等
3,576 万円

その他収入
370 万円

純利益
6,270 万円

減価償却費等
1億 8,033 万円

原ガス購入費
維持管理費

8億 5,973 万円

企業債利息
1,636 万円

【ガス事業の維持・管理に関する収支】

内部留保

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

収入 支出

収支不足額
1 億 9,503 万円

企業債償還金
6,176 万円

建設改良費
1 億 3,495 万円

負担金等
　168 万円

【施設の建設・改良に関する収支】
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公
営
企
業
会
計
は
、水
道
事
業
・

下
水
道
事
業
・
ガ
ス
事
業
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
生
活
や
、
地
域

の
発
展
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
、
地
方
公
共
団

体
が
経
営
す
る
企
業
で
す
。

　

特
定
の
個
々
の
人
に
対
し
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
で
あ

る
た
め
一
般
会
計
と
は
異
な
り
、

必
要
な
経
費
を
料
金
な
ど
の
収
入

で
賄
う
独
立
採
算
の
経
営
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

問　ガス水道局　７９２－１１１８

公営企業
決算状況

水
道
事
業

　

水
道
料
金
な
ど
の
収
入
６
億
６
，

６
１
７
万
円
に
対
し
、
維
持
管
理

等
に
要
し
た
費
用
は
６
億

５８
万
円

で
、
６
，
５
５
９
万
円
の
利
益
が

あ
り
ま
し
た
。

　

建
設
工
事
費
は
、
芋
川
浄
水
場

の
膜
ろ
過
工
事
、
８
路
線
の
老
朽

管
布
設
替
、
小
出
・
堀
之
内
地
区

連
絡
管
整
備
、
守
門
地
区
・
入
広

瀬
地
区
の
一
部
の
テ
レ
メ
ー
タ
ー

や
関
連
機
器
を
整
備
す
る
な
ど
安

定
供
給
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

○
給
水
人
口　

３
８
，
４
６
２
人

　
　
　
　
　
　
　
（
▲
６
７
１
人
）

○
給
水
件
数　

１
４
，
５
３
４
件

　
　
　
　
　
　
　
　
（
▲

９３
件
）

○
年
間
配
水
量

　

５
８
５
万
３
，
３
６
７
ｍ３

○
年
間
有
収
水
量

４
３
８
万
６
，
５
３
９
ｍ３

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比

　

下
水
道
使
用
料
な
ど
の
収
入

19
億
３
１
６
万
円
に
対
し
、
維

持
管
理
等
に
要
し
た
費
用
は

１７
億
４
，
７
６
６
万
円
で
、

１
億
５
，
５
５
０
万
円
の
利
益
が

あ
り
ま
し
た
。

　

建
設
工
事
費
は
、
処
理
場
の
統

合
や
老
朽
化
し
た
処
理
場
の
設
備

更
新
に
加
え
、
県
管
理
の
流
域
下

水
道
へ
の
接
続
替
え
を
行
い
ま
し

た
。 下

水
道
事
業

○
処
理
可
能
人
口　

　

３
９
，
１
４
１
人

（
▲
６
６
５
人
）

○
水
洗
化
人
口　

３
７
，
１
１
９
人

　
　
　
　
　
　
　
（
▲
５
７
３
人
）

○
年
間
処
理
水
量

５
４
６
万
９
，
５
５
０
ｍ３

○
年
間
有
収
水
量

４
３
４
万
６
，
７
７
５
ｍ３

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比

ガ
ス
事
業

　

ガ
ス
料
金
な
ど
の
収
入

１１
億
１
，

９
１
２
万
円
に
対
し
、
ガ
ス
購
入
費

や
施
設
維
持
管
理
等
に
要
し
た
費

用
は

１０
億
５
，
６
４
２
万
円
で
、
６
，

２
７
０
万
円
の
利
益
が
あ
り
ま
し

た
。

　

大
口
供
給
と
小
口
供
給
を
合
せ

た
ガ
ス
年
間
販
売
量
は
、
前
年
比

約
４
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
ガ
ス
販

売
量
は
減
少
し
た
も
の
の
、
料
金
改

定
に
よ
り
原
料
費
調
整
額
の
上
限

超
過
状
態
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
利
益
が
増
加
し
ま
し
た
。

○
年
度
末
需
要
家
数　

　

７
，
９
０
８
戸
（
▲

６５
戸
）

○
年
間
ガ
ス
販
売
量

　

９
，
５
７
７
千
ｍ３

（
４
４
７
千
ｍ３

減
）

○
主
な
工
事
契
約

　

中
圧
管
布
設
替
工
事　

ほ
か

※
（　

）
内
は
対
前
年
度
比

水道料金

6億 2,336 万円
一般会計
補助金

その他収入

2,745 万円

1,536 万円

純利益
6,559 万円

減価償却費
2億 6,510 万円

維持管理費
2億 6,996 万円

企業債利息6,552 万円

収入 支出 収入 支出

収支不足額

2億 3,373 万円

一般会計出資金

補助金・負担金
690 万円 建設改良費

1億 8,117 万円

企業債償還金

3億 9,031 万円借入金
2億 5,080 万円

一般会計出資金
8,005 万円

内部
  留保

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

【水道事業の維持・管理に関する収支】 【施設の建設・改良に関する収支】

収入 支出

下水道使用料
8 億 8,347 万円

一般会計補助金
10 億  500 万円 その他収入

1,469 万円

純利益
1 億 5,550 万円

減価償却費等
7 億 2,401 万円

企業債利息
4 億 4,239 万円

維持管理費
5 億 8,126 万円

内部
  留保

利益は借入金の返済
や施設整備の財源に
なります。

【下水道事業の維持・管理に関する収支】

収入 支出

収支不足額
9 億  5,427 万円

一般会計出資金
6 億  3,500 万円

補助金・負担金等
１億 4,624 万円

借入金
2億 3,100 万円

企業債償還金
14 億 5,881 万円

建設改良費
5 億  770 万円

【施設の建設・改良に関する収支】

平成２５年度　

家庭で発電！　ガスで発電！

　都市ガスを使って発電し、その際に出た排
熱を給湯等で使用することにより、無駄を少
なくし、高い環境性能と経済性を両立するも
のです。家庭用コージェネレーションは、エ
ンジンを用いた「エコウィル」と、燃料電池
を用いた「エネファーム」があります。
　電気の送電の場合、自宅で使用できるエネ
ルギーは約４０％に対し、エネファームの場
合、発電し熱を利用することにより約９５％
のトータルエネルギーを利用することができ
ます。

家庭用コージェネレーションシステム

■お客様への支援制度があります。
●国の補助金制度（家庭用燃料電池エネファーム）
　H ２６年度は１台あたり上限３８万円
　くわしくは、ＦＣＡホームページを参照。
　Ｈ http://www.fca-enefarm.org/
●市からの補助金制度
　「再生可能エネルギー普及促進事業補助金」（エコウィル、
　エネファームを含む）平成２６年度は上限１５万円
　くわしくは、魚沼市役所ホームページ参照。

●従来のシステムによる発電

●マイホーム発電

※北陸ガスの HP より抜粋

大切なのは、エネルギーの無駄を抑えること。

エネルギー利用率
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　他の化石燃料と比較して
CO2 の排出量が最も少な
い、地球にやさしい生活を
してみませんか！
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い

い顔みっ
け

ゴ
ー
ル
の
あ
と
は
、
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
舌
鼓
♪

　
　

　
月
２
日　

第
３
回
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
紅
葉
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　秋晴の空の下、紅く色づいた魚沼を、市内外から参加した６５１人のラン

ナーが爽やかに駆け抜けました。回数を重ねる毎に充実するサービスに、参

加者から好評な声をいただきました。交通規制にご協力いただいた皆さん、

誠にありがとうございました。

　芸術の秋。多くの来場者が市内各地の文化祭を訪れ、

絵画や書道、写真などの感性豊かな出品作品を堪能しま

した。堀之内会場では、日本画家の田中博之さんが魚沼

市に寄贈した「白い雲」が展示され、文化祭に花を添え

ました。( 現在は小出郷文化会館小ホール前ロビーに展示）

秋のひと時　感性豊かな芸術を堪能　
ー １１. １～３　魚沼市各地区文化祭

　今回の十日町地区の部分開通でバイパスの延長は

１．８km となり、平成２７年に開院が予定されてい

る魚沼基幹病院へのアクセスが向上しました。今後は、

産業・観光などの地域の発展振興や災害時の貴重な道

路として利用が期待されます。

魚沼基幹病院への「命の道」つながる
ー １１. ３０　国道１７号浦佐バイパス開通式

　「魚沼の文化、観光、食の創造と発信」をテーマに開

催された今回のサミット。全国から訪れた関係団体に雪

国が育んだ踊りや唄が披露されました。交流会では、魚

沼の食材を使った「ごっつぉ」でおもてなし。各団体が

地芝居の発展と継承について語り、交流を深めました。

全国の伝統芸能を食、酒、温泉でおもてなし
ー １１. ２９～３０　第２４回全国地芝居サミットＩＮ魚沼

　今年で第 7 回を迎える魚沼市子ども芸能祭が小出

郷文化会館で開催され、市内の小中学生が集いました。

　躍動感あふれる太鼓や、元気な踊り、質の高い三味

線など、子どもたちにより確かに伝承される郷土芸能

に、訪れた観客も惜しみない拍手を送りました。

子どもたちの芸の花が舞台に咲く
ー １１. １６　魚沼子ども芸能祭

　「白い雲」　田中博之

※本事業は宝くじの社会貢献広報事業として、地域の芸術環境事業
　助成金を受け実施されました。

　節目の２０回目となる今回は、料理研究家河内さく

らさん（左）、㈱大力納豆会長坂詰直枝さん（中央）、

食文化フォーラム実行委員佐藤アサノさん（右）によ

る三人談話が催されました。方言を交えた軽妙な語り

口で、会場はアットホームな雰囲気に包まれました。

ふるさとの食文化の母三人による軽妙なトーク
ー１１. １５　第２０回うおぬま食文化フォーラム

　１０月２５日～１１月９日まで目黒邸資料館にて開

催された「関口コオきり絵の世界にいがた魚沼展」で、

１，０００人目の入場者に記念品が贈呈されました。

期間中の入場者総数は１，１４６人でした。多くの皆

さんからのご来場、誠にありがとうございました。

おかげさまで入場者数１，０００人を達成
ー １１. ８　目黒邸資料館企画展「関口コオきり絵展」

１１



　
「
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
飯
」
を
中
心
と
し

た
規
則
正
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
１
日

２
時
間
以
上
ゲ
ー
ム
を
す
る
子

は
、
全
国
・
県
よ
り
も
少
な
く

好
ま
し
い
傾
向
で
す
。
ま
た
、「
地

域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
子
」

は
県
・
国
と
比
べ
る
と
か
な
り

高
く
、
地
域
で
育
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
家
庭

で
「
１
日
１
時
間
以
上
学
習
す

る
子
」
は
、
小
６
で

６８
％
（
昨

年
比
＋
８
％
）、
中
３
で

４８
％

（
昨
年
比
＋

１１
％
）
で
す
。
昨
年

度
よ
り
向
上
し
て
い
る
も
の
の
、

中
学
生
の
家
庭
学
習
時
間
を
増

や
す
こ
と
が
課
題
で
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
か
ら
わ
か
っ
た
魚
沼
っ
子
た
ち
の
様
子

学
力
と
学
習
状
況

問　

学
習
指
導
セ
ン
タ
ー
☎
７
９
４
・
６
０
７
５

　

４
月
に
実
施
さ
れ
た
「
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
」（
小
６
・
中

３
の
国
語
、
算
数
・
数
学
が
対
象
）

の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
小
学

校
は
国
語
Ｂ
・
算
数
Ａ
が
、
中
学
校

は
国
語
Ａ
が
全
国
平
均
を
上
回
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
市
共
通
の
次

の
３
つ
の
取
り
組
み
及
び
各
小
中
学

校
の
独
自
の
取
り
組
み
の
成
果
で

あ
る
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
学
習
の
ポ
イ
ン
ト

0

20

40

60

80

100

国語Ａ 国語Ｂ 数学Ａ 数学Ｂ

（％） 【中学３年生　平均正答率】

0

20

40

60

80

100

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

（％） 【小学６年生　平均正答率】

全国

魚沼市

【Ａ問題】：知識に関する問題
【Ｂ問題】：活用に関する問題

学習をとりまく生活のようす

　魚沼市教育委員会は、魚沼市教育振興会（小中学校全教職員組織）
との協働で、「温かい学級づくり支援事業」を進めています。
　本事業では、子どもたちが学習し生活する学級を居心地がよく、
高め合う場にすることによって、学力と社会性を伸ばすことを目
的としています。本事業の成果については、今後いろいろな形で
お伝えしていきます。

①
県
教
委
作
成
問
題
で
正
答
率
が

県
平
均
以
上
の
回
数
を
増
や
す
。

（
県
教
委
作
成
問
題
：
小
学
３
年

以
上
で
年
間

１０
回
行
う
。
教
科
は

国
語
・
算
数
・
数
学
・
英
語
）

②
５
年
生
以
上
、
１
日

３０
分
以
上

家
庭
学
習
を
す
る
。

③
テ
レ
ビ
視
聴
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

な
ど
の
時
間
を
減
ら
す
。

◦
国
語

　

小
学
校
で
は
、
分
か
っ
た
こ

と
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
整

理
し
て
そ
れ
を
関
連
付
け
な
が

ら
ま
と
め
て
書
く
力
、
中
学
校

で
は
読
み
取
る
力
を
伸
ば
す
学

習
を
進
め
ま
す
。

◦
算
数
・
数
学

　

小
学
校
も
中
学
校
も
、
筋
道

を
立
て
て
論
理
的
に
考
え
、
そ

れ
を
図
や
式
な
ど
に
表
し
説
明

す
る
力
を
伸
ば
す
学
習
を
進
め

ま
す
。

温かい学級づくり支援事業（平成２６年度～２８年度）
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日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
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持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Ｈホームページ　他その他　申申し込み
ＭＥメール　問問い合わせ
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12.10
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魚
沼
市

報

う お
ぬ ま

　

郵
送
さ
れ
た
投
票
所
入
場
券
に

記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
場
券
は
圧
着
式
の
ハ
ガ
キ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
世
帯
主
宛
て
に

郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
ハ
ガ
キ
を

開
い
て
、
選
挙
人
ご
と
に
切
り
離

し
て
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場

合
、ま
た
は
紛
失
し
た
場
合
で
も
、

選
挙
権
を
有
し
て
い
れ
ば
投
票
で

き
ま
す
。
投
票
所
の
受
付
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

◦
投
票
日
…

１２
月

１４
日
㈰

◦
投
票
時
間

・
堀
之
内
・
小
出
・
湯
之
谷
・
広

神
地
域
…
７
時
～

２０
時

・
守
門
・
入
広
瀬
地
域
…
７
時
～

１８
時

◦
投
票
の
種
類

　

３
種
類
の
投
票
が
あ
り
ま
す
。

①
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

　

候
補
者
名
を
記
入
す
る
選
挙
で
す
。

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　

政
党
名
を
記
入
す
る
選
挙
で
す
。

③
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　

や
め
さ
せ
た
い
裁
判
官
の
氏
名

の
上
の
欄
に
×
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
や
め
さ
せ
な
く
て
も
よ
い

と
思
う
裁
判
官
に
つ
い
て
は
何
も

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
×
以
外

を
記
入
し
ま
す
と
無
効
投
票
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
投
票
で
き
る
人

・
平
成
６
年

１２
月

１５
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人

・
平
成
２６
年
９
月
１
日
以
前
に
住
民

票
が
作
成
さ
れ
た
人
、
ま
た
は
転
入

の
届
出
を
し
た
人
（
平
成
２６
年
１２
月

１
日
現
在
で
魚
沼
市
に
引
き
続
き
３

か
月
以
上
住
ん
で
い
る
人
）

・
転
入
し
た
人

　

平
成

２６
年
９
月
２
日
以
降
に
他

の
市
町
村
か
ら
魚
沼
市
に
転
入
の

届
出
を
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の

市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
転
出
し
た
人

　

魚
沼
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
、
平
成
２６
年
９

月
２
日
以
降
に
魚
沼
市
か
ら
他
市

町
村
に
転
入
の
届
出
を
し
た
場
合

は
、
魚
沼
市
の
旧
住
所
地
の
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
期
日
前
投
票

期
１２
月

１３
日
㈯
ま
で

・
小
出
庁
舎
１
階
…
８
時

３０
分
～

２０
時

・
そ
の
他
の
庁
舎
…
８
時

３０
分
～
１７
時

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行

な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
見
込

み
の
人
は
、
期
日
前
投
票
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
を
持

参
の
う
え
、
各
庁
舎
の
期
日
前
投

票
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
入
場

券
を
紛
失
し
た
場
合
は
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

◦
不
在
者
投
票

　

不
在
者
投
票
の
で
き
る
病
院
な

ど
に
入
院
中
の
人
、
他
の
市
町
村

に
滞
在
し
て
い
る
人
は
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
７
９
２
・
９
２
０
７

衆
議
院
議
員
総
選
挙

期
日
前
投
票
は

１３
日
ま
で
実
施
中

投票日
12⁄14㈰

日
２
月
８
日
㈰

場
響
き
の
森
公
園
雪
の
コ
ロ
シ
ア
ム

定
大
人
（
中
学
生
以
上
）
の
部
…

１
８
０
チ
ー
ム
、
子
ど
も
（
小
学

生
）
の
部
…

２４
チ
ー
ム

￥
１
チ
ー
ム
（
５
人
編
成
男
女
混

成
可
）
大
人
１
０
、０
０
０
円
、

子
ど
も
５
、０
０
０
円
※
事
前
振
込

〆
１
月
８
日
㈭

１７
時（
先
着
締
切
）

申
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ｗ
ｅ
ｂ

申
込
の
み
と
な
り
ま
す
。

Ｈh
ttp

:/
/

s
e

in
e

n
b

u
.

uonum
akoide.com

/yuki/

〇
大
会
受
付
窓
口（
㈲
ト
ラ
ス
ト
内
）

☎
７
９
３
・
７
１
８
０

〇
小
出
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
観
光
振
興
室
内
）

☎
７
９
２
・
９
７
５
４

小
出
国
際
雪
合
戦
　
　

　
　
　
出
場
者
募
集

２⁄８㊐
２０１５

交通安全家庭の日日１２月１０日　地球やお財布に優しいエコドライブ。コツはアクセルをゆっく
り踏み込む事。周囲をよく確認する余裕も生まれ安全運転につながります。

名誉市民・渡辺謙さん主演

くわしくは２７Ｐ
応援団募集



年末年始の業務案内

医療機関 休診日 問 備考
堀之内病院 12/27 ㈯～ 1/4 ㈰ ☎ 794･2450

　堀之内病院には医師が在院します。急患等
の場合は事前に当院まで電話をしてください。
看護師が症状をお聞きします。診療所は医師
が不在となりますので、急患等の場合は休日
救急診療室をご利用ください。

守　門
診療所

医科 12/26 ㈮～ 1/4 ㈰ ☎ 797･2062
歯科 12/31 ㈬～ 1/4 ㈰ ☎ 797･2466

入広瀬
診療所

医科 12/26 ㈮～ 1/4 ㈰ ☎ 796･2320
歯科 12/30 ㈫～ 1/4 ㈰ ☎ 796･2872

湯之谷歯科診療所 12/31 ㈬～ 1/4 ㈰ ☎ 792･6373

医療機関窓口業務
期間　

庁舎・課名等

１２月 １月
問

26 ㈮ 27 ㈯ 28 ㈰ 29 ㈪ 30 ㈫ 31 ㈬ 1 ㈭ 2 ㈮ 3 ㈯ 4 ㈰ 5 ㈪

小出庁舎
市民生活室・会計課

○
休業

○
年末業務
8:30 ～ 17:15

休業

○

市民生活室
☎ 792･1112

税務室
☎ 792･9751

会計課
☎ 792･9202

小出庁舎以外の
各市民センター 休業

年末業務日（小出庁舎のみ１２月２９日㈪８：３０～１７：１５）の窓口業務の取り扱い
　◦住民票の写し、印鑑証明書、戸籍事項証明書等の交付、印鑑登録、旅券（パスポート）の交付
　◦税務関係諸証明等の交付
　◦税金・使用料等の収納

戸籍届出・パスポート申請について
　◦１２月２７日～１月４日の旅券（パスポート）申請・交付は休業となります（２９日㈪は交付のみ）。ただし、「海
　　外における親族等の病気、事故、災害等による死亡、危篤、入院等により、関係者が緊急渡航するために旅
　　券を必要とする人道的ケース」に該当し、即日発給の申請をする場合は除きます。
　◦休業期間中は、窓口業務は行いませんが、戸籍届出については受け付けます。
　　【受付できる庁舎・時間】　・守門庁舎…８：３０～１７：００　・小出庁舎…２４時間受付

◆◆◆

１２
月
は
市
税
等
の　
　

納
期
限
に
ご
注
意
を

 

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国

民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の

第
７
期
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
第
６
期
の
納
期
限
は

１２
月

２５

日
㈭
で
す
。

　

口
座
振
替
の
場
合
は
、
口
座
残

高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
振
替
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
、
翌
年
１
月

１５
日
㈭
に
再
振

替
を
し
ま
す
。

問
税
務
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
１

◆◆
冬
期
の
安
全
確
保
と

除
雪
体
制
に
ご
協
力
を

①
除
雪
車
両
に
は
近
寄
ら
な
い

②
道
路
上
に
駐
車
し
な
い

※
除
雪
の
支
障
と
な
る
車
両
が
あ

る
時
は
そ
の
路
線
の
除
雪
作
業
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
流
雪
溝
の
蓋
は
必
ず
閉
め
る

④
水
路
へ
の
投
雪
は
機
械
で
は
な

　

く
人
力
で

⑤
自
宅
前
に
残
っ
た
雪
処
理
に
協
力
を

⑥
投
雪
さ
れ
て
困
る
場
所
に
は
赤

い
旗
を
立
て
る

⑦
屋
根
雪
・
樹
木
の
雪
は
多
く
積

も
る
前
に
処
理
を

⑧
交
通
安
全
・
思
い
や
り
運
転
の
徹
底

◦
消
雪
パ
イ
プ
の
停
止
時
間

　

１４
時
～

１５
時
、

１６
時
～

１７
時

◦
市
道
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

問
建
設
室
☎
７
９
９･

４
６
０
１

（
休
日
・
夜
間
は
小
出
庁
舎
に
繋

が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◦
国
県
道
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

問
魚
沼
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

☎
７
９
２･

１
３
０
４　

◦
国
道
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

問
国
土
交
通
省
長
岡
国
道
事
務
所

小
出
維
持
出
張
所
☎
７
９
２･

０
８
３
９
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施設名 休館日 営業時間 備考 問

見晴らしの湯こまみ 12/24 ㈬・12/31 ㈬・1/6 ㈫ 10 ～ 21 時（最終受付 20:30）1/1 ㈭は 8 ～ 18 時（最終受付 17:30）☎ 792･8001

交流センターユピオ 12/24 ㈬・1/6 ㈫ 10 ～ 18 時（最終受付 17 時） ー ☎ 795･2003

ゆ～パーク薬師 12/24 ㈬・1/7 ㈬ 10 ～ 22 時（最終受付 21 時）12/31㈬は20時まで（最終受付19時）☎ 792･5554

神湯とふれあいの里 12/25 ㈭・1/8 ㈭ 10 ～ 22 時（最終受付 21 時） ー ☎ 799･3350

守門温泉青雲館 12/24 ㈬・12/31 ㈬・1/7 ㈬ 10 ～ 20 時（最終受付 19 時）12/25 ㈭・1/1 ㈭・1/8 ㈭は正午から営業 ☎ 797･2555

寿和温泉 12/25 ㈭・1/5 ㈪ 12 ～ 20 時（最終受付 19 時）12/27 ㈯～ 1/5 ㈪は 10 時から営業
12/31㈬は19時まで（最終受付18時）☎ 796･3033

浅草山荘 12/22 ㈪、12/24 ㈬～ 12/26 ㈮
12/29 ㈪～ 1/9 ㈮ 11 ～ 17 時（最終受付 16:30）なお宿泊は無休で営業。

13 日㈫以降貸切 ☎ 796･2331

温泉施設

期間　　
　施設名

１２月 １月
問

26 ㈮ 27 ㈯ 28 ㈰ 29 ㈪ 30 ㈫ 31 ㈬ 1 ㈭ 2 ㈮ 3 ㈯ 4 ㈰ 5 ㈪

エコプラント魚沼 ○ 休館 ○ ☎ 792･9900
さわやかセンター ○ 休館 ☎ 792･8980

小出ボランティアセンター ○ 休館 ○ 厚生室
☎ 792･9767

堀之内老人憩いの家
守門高齢者センター ○ 休館 ○ 休館

介護福祉室
☎ 792･9755

小出老人福祉センター ○ 休館 ○
湯之谷老人福祉センター
広神老人福祉センター ○ 休館 ○

広神老人憩いの家 ○ 休館
　◦エコプラント魚沼の搬入時間は、月曜日～土曜日は８：００～１７：００、日曜日は８：００～１２：００です。
　　指定袋を使用せず持ち込んだ場合の処理手数料は、重さを量りその場で精算します。

環境・福祉施設

期間　　
　施設名

１２月 １月
問

26 ㈮ 27 ㈯ 28 ㈰ 29 ㈪ 30 ㈫ 31 ㈬ 1 ㈭ 2 ㈮ 3 ㈯ 4 ㈰ 5 ㈪

小出郷文化会館 ○ 休館 ☎ 792･8811
体育施設 ○ 休館 ○

生涯学習課
☎ 794･6073

図書館・図書室 ○ 休館（広神・小出郷図書館・堀之内図書室の返却ポ
ストは使用できません） ○ 休館

目黒邸 ○ 休館 ○
佐藤家・目黒邸資料館 １２月１日より冬期閉館（平成 27 年 4 月下旬オープン予定）

宮柊二記念館 ○ 休館
各地区公民館

小出郷福祉センター
湯之谷世代間交流施設
広神コミュニティセンター

入広瀬会館その他市民会館

○ 休館 ○

文化・教育施設

ガス・水道の開栓・閉栓業務　
◦１２月２７日㈯～１月４日㈰が休業です。１２月２９日㈪・３０日㈫の開栓・閉栓（９：００～１６：３０）
については、１２月２６日㈮までに予約の電話をお願いします。問ガス水道局☎７９２・１１１８

ガス・水道業務

く
　
ら
　
し

◆◆
年
末
年
始
の
ご
み
収
集　

お
休
み
の
お
知
ら
せ

　

ご
み
収
集
日
程
表
に
記
載
の
と

お
り
、

１２
月
３１
日
～
１
月
３
日
ま

で
ご
み
収
集
を
お
休
み
し
ま
す
の

で
、
ご
み
ハ
ウ
ス
等
に
出
さ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
廃
棄
物
対
策
室

☎
７
９
２
・
３
０
５
５

禁煙の日　日１２月２２日　毎月２２日は、シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワン
スワンで禁煙を！」をスローガンとしています。あなたも禁煙をはじめませんか？

食育の日　日１２月１９日　
今月のテーマ：寝る前の２時間は飲食を避けると、翌日の朝食をおいしくいただけます。

information
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魚
沼
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市

民
か
ら
広
く
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

期
１２
月

１０
日
㈬
～
１
月
９
日
㈮

◦
計
画
案
の
公
表
方
法
…
魚
沼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
教
育
委
員
会
子

ど
も
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事
務
所
及
び
入
広
瀬
分
室

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

◦
意
見
等
の
提
出
方
法
…
任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

ご
意
見
を
記
載
の
う
え
、
子
ど
も
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振

興
事
務
所
及
び
入
広
瀬
分
室
に
直
接
持
参
す
る
か
、
子
ど
も
課
へ
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
匿
名

の
も
の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）

◦
郵
送
先
…
教
育
委
員
会
子
ど
も
課

〒
９
４
９
︲
７
４
９
４　

堀
之
内
１
３
０
番
地
（
堀
之
内
庁
舎
）

℻
７
９
４
・
３
８
９
０

Ｍkosodate@
city.uonum

a.niigata.jp

皆さんの声を聞かせてください

パブリックコメント
「魚沼市子ども・子育て支援事業計画（案）」

問子ども課☎７９４・６０２７

◆❶
煙
突
・
排
気
筒
の
つ
い
た

ガ
ス
機
器
の
一
酸
化
炭
素

中
毒
に
ご
注
意
を

　

風
呂
釜
や
湯
沸
器
な
ど
の
煙
突

の
不
具
合
を
点
検
し
て
、
一
酸
化

炭
素
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◦
主
な
不
具
合
の
例

　

煙
突
・
排
気
筒
の
外
れ
、
変
形
、

破
損
、
詰
ま
り
な
ど

◦
不
具
合
に
よ
る
危
険
性

　

空
気
不
足
・
排
気
不
良
な
ど
に

よ
り
発
生
し
た
一
酸
化
炭
素
を
、

人
体
が
吸
い
込
ん
だ
場
合
、
中
毒

を
起
こ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
死

に
至
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

◦
注
意
点

①
普
段
か
ら
、
煙
突
・
排
気
筒
の

位
置
を
確
認
し
、
壊
れ
や
異
物
の

詰
ま
り
（
鳥
の
巣
な
ど
）
が
無
い

事
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

②
浴
室
内
に
あ
る
給
気
口
は
絶
対

に
ふ
さ
が
な
い
。

③
冬
期
間
は
、雪
な
ど
に
よ
り
煙
突
・

排
気
筒
の
破
損
や
変
形
が
起
こ
り
や

す
い
の
で
こ
ま
め
に
点
検
す
る
。

ガ
ス
水
道
局

問
☎
７
９
２
・
１
１
１
８

◆◆
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
国
の
重
要
な
調
査
で
す
。
統
計

法
に
よ
り
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
正
確
な
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期
１２
月
中
旬
～
来
年
１
月

対
製
造
業
を
営
む
従
業
員
４
人
以
上

の
事
業
所
（
３
人
以
下
の
事
業
所
は

人
数
や
事
業
内
容
を
確
認
し
ま
す
）

内
事
業
所
の
従
業
員
、仕
入
、在
庫
、

製
造
品
目
、
出
荷
額
、
作
業
工
程

に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。

問
企
画
政
策
室
☎
７
９
２
・
１
４
２
５

安
心
・
安
全

◆◆
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

◦
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
ゆ
ず
り
合
う
や
さ
し
い
運
転
冬
の
道
」

期
１２
月

１１
日
㈭
～

１２
月

２０
日
㈯

内
年
末
が
近
づ
く
と
、
冬
型
の
気

候
や
飲
酒
機
会
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習

慣
づ
け
て
、
交
通
事
故
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

◦
運
動
の
重
点

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
車
間
距
離
の
保
持
と
正
し
い
合

　

図
の
励
行

・
横
断
歩
行
者
の
保
護

問
ま
ち
づ
く
り
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
２

魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２
・
５
２
７
５

　

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
設
置

し
た
業
者
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆❷
不
凍
水
栓
の
注
意
点

　

不
凍
水
栓
は
確
実
に
全
開
ま
た

は
全
閉
に
し
な
い
と
水
が
流
出
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
水
道
量
が
増
え
る

原
因
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正
（
追
記
）

　

先
日
配
布
し
た
「
魚
沼
市
く
ら

し
の
ガ
イ
ド
」
の

２９
ペ
ー
ジ
の
ス

キ
ー
場
の
情
報
に
つ
い
て
、
大
湯

温
泉
ス
キ
ー
場
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
次

の
と
お
り
訂
正
（
追
記
）
し
ま
す
。

大
湯
温
泉
ス
キ
ー
場

　

温
泉
旅
館
か
ら
近
く
、
良
質
な

雪
と
越
後
駒
ケ
岳
、
温
泉
街
を
見

お
ろ
し
、
小
さ
い
な
が
ら
も
初
心

者
か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

☎
０
２
５
・
７
９
５
・
２
５
１
４

職
員
等
の
募
集

◆◆
平
成
２７
年
４
月
１
日
採
用
予
定

魚
沼
地
区
障
害
福
祉
組
合
職
員

（
保
育
士
ま
た
は
児
童
指
導
員
）

・
職
種
…
保
育
士
ま
た
は
児
童
指
導
員

・
募
集
人
員
…
１
人

・
受
験
資
格
…
昭
和

６０
年
４
月
１

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
保
有
し
、
次
の

資
格
の
一
つ
以
上
を
取
得
済
（
ま

た
は
取
得
見
込
）
で
あ
る
こ
と
。

【
保
育
士
資
格
、
社
会
福
祉
士
資

格
、
児
童
指
導
員
任
用
資
格
、
社

会
福
祉
主
事
任
用
資
格
】

・
試
験
期
日
…
１
月
３１
日
㈯

・
試
験
会
場
…
市
役
所
小
出
庁
舎

・
勤
務
場
所
…
魚
沼
学
園
・
魚
沼
更

生
園
（
十
日
町
１
４
０
３
番
地
１
）

・
申
込
方
法
…
所
定
の
受
験
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
１２
月

２４
日
㈬
ま
で
に
申
込
先
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
と
く
わ
し

い
試
験
要
項
は
左
記
の
申
込
窓
口
に

あ
り
ま
す
。（
魚
沼
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）

Ｈhttp://w
w

w
.uogaku.com

/

申
魚
沼
地
区
障
害
福
祉
組
合
庶
務
課

☎
７
９
２
・
０
８
４
６

◆◆
介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　

市
の
介
護
保
険
事
業
の
運
営
に

関
し
、
被
保
険
者
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会

の
被
保
険
者
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

内
介
護
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す

◆◆
文
書
整
理
作
業
員（
非
常
勤
職
員
）

・
募
集
定
員
…
３
人

・
応
募
資
格
…
市
内
在
住
、
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
の
操
作
が
円
滑
に

で
き
る
人

・
採
用
期
日
…
平
成

２７
年
１
月
６

日
～
３
月
３１
日
（
予
定
）

・
職
務
内
容
…
公
文
書
の
整
理

（
デ
ー
タ
入
力
、
ラ
ベ
ル
添
付
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
運
搬
等
）

・
勤
務
地
…
入
広
瀬
庁
舎
、
野
山

の
幸
資
料
館
（
入
広
瀬
地
域
）

・
賃
金
…
時
給
８
９
０
円

・
勤
務
時
間
…
火
曜
日
～
金
曜
日

９
時

３０
分
～

１６
時

３０
分

・
試
験
日
…

１２
月

１９
日
㈮

・
試
験
会
場
…
入
広
瀬
庁
舎
３
階

・
選
考
方
法
…
面
接
試
験

・
応
募
方
法
…
市
販
の
履
歴
書
を
生

涯
学
習
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
締
め
切
り
日
…
１
月

１７
日
㈯

申
生
涯
学
習
課
☎
７
９
４
・
６
０
７
３

募
　
　
　
集

◆◆
事
務
基
本
科
４
期　
　
　

平
成
２７
年
２
月
入
校
生

期
２
月

１９
日
㈭
～
５
月

１８
日
㈪

８
時

５０
分
～

１５
時

１０
分
（
平
日
）

場
目
黒
総
合
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
堀
之

内
２
７
１
８
番
地
６
）

対
ビ
ジ
ネ
ス
上
で
パ
ソ
コ
ン
を
利

用
で
き
る
基
礎
知
識
、
基
礎
技
術
を

身
に
つ
け
、
就
職
を
希
望
す
る
人

◆◆
繁
盛
店
づ
く
り
事
業
（
実
践

コ
ー
ス
）
第
５
回
全
体
研
修

日
１
月
９
日
㈮

１９
時
～
２１
時

内
約
４
か
月
間
、
繁
盛
店
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
小
出
地
区
の
５

店
舗
が
今
ま
で
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
参
加
者
全
体
で
繁
盛
店
づ
く
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
共
有
し
ま
す
。

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

講
水
井
澄
人
さ
ん
〆
１
月
７
日
㈬

対
市
内
の
商
業
関
係
者
ど
な
た
で
も

他
全
国
商
店
街
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

申
商
工
振
興
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
３

◆◆◆

（福）
魚
沼
福
祉
会
正
職
員

･

募
集
定
員
…
①
看
護
職
員
５

人
、
②
介
護
職
員
５
人
、
③
作
業

療
法
士
１
人

・
応
募
資
格
…
①
は
看
護
師
ま
た

は
准
看
護
師
の
資
格
、
③
は
作
業
療

法
士
資
格
、
①
②
③
共
通
事
項
は
普

通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者
ま
た
は

取
得
見
込
者
で
、
社
会
福
祉
に
関
心

を
持
ち
、
明
る
く
健
康
な
人

・
採
用
期
日
…
平
成

２７
年
４
月
１

日
（
予
定
）

・
勤
務
地
…
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
美
雪
園
（
和
田
）、同
寿
和
ホ
ー

ム
（
大
栃
山
）、同
う
か
じ
園
（
徳

田
）、
同
あ
ぶ
る
ま
苑
（
須
原
）、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ

り
（
新
保
）、
美
雪
園
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
井
口
新
田
）

・
選
考
方
法
…
面
接
及
び
筆
記
試
験

日
１
月

１８
日
㈰

・
応
募
方
法
…
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
美

雪
園
に
提
出

・
応
募
締
め
切
り
…
１
月
９
日
㈮

他
臨
時
職
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
社
会
福
祉
法
人
魚
沼
福
祉
会
本

部
事
務
局
担
当
・
浅
井

☎
７
９
９
・
３
０
０
０

る
重
要
事
項
の
審
議

・
会
議
は
年
に
２
回
程
度
、
平
日

の
昼
間
を
予
定

・
条
例
等
に
基
づ
く
報
酬
等
を
支
弁

定
４
人
程
度

資
満

４０
歳
以
上
で
市
内
に
住
所
を

有
し
て
い
る
こ
と

期
平
成
２７
年
２
月
１
日
か
ら
２
年
間

〆
１
月
５
日
㈪

申
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
介
護
福
祉
室
（
湯
之
谷
庁
舎

２
階
）
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

等
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

用
紙
は
申
込
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

他
応
募
者
多
数
の
場
合
は
書
類
に

よ
り
選
考
し
ま
す
。

問
介
護
福
祉
室
☎
７
９
２
・
９
７
５
５

定
１０
人
￥
無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス

ト
代
等
自
己
負
担
あ
り
）

〆
１
月

２２
日
㈭

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
こ
い
で

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
７
９
４
・
２
４
１
０

店内ディスプレイの一例

information
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魚
沼
市
立
医
療
機
関
で
医
師
、

助
産
師
ま
た
は
看
護
師
と
し
て
働

く
意
思
の
あ
る
人
に
、
修
学
に
必

要
な
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

◦
応
募
資
格

①
医
師
、
助
産
師
ま
た
は
看
護
師

の
資
格
を
取
得
で
き
る
大
学
、
専

門
学
校
等
に
平
成

２７
年
４
月
以

降
、
在
学
し
て
い
る
こ
と

②
申
請
者
の
保
護
者
（
申
請
者
が

成
人
の
場
合
は
親
）
が
新
潟
県
内

に
居
住
し
て
い
る
こ
と

③
医
師
等
の
充
実
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
他
市
区
町
村
の
修
学

資
金
や
そ
の
他
こ
れ
に
類
似
す
る
資

金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
③
で
掲
げ
た
資
金
の
貸
与
を
受

け
る
見
込
み
が
な
い
こ
と

◦
貸
与
予
定
人
数
…
医
師
・
助
産

師
・
看
護
師
そ
れ
ぞ
れ
若
干
人

◦
選
考
方
法
…
学
業
成
績
、
世
帯

の
所
得
金
額
及
び
面
接
に
よ
り
選

考
し
ま
す
。

　

学
業
意
欲
が
高
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就

学
が
困
難
な
人
に
奨
学
金
を
貸

与
し
ま
す
。

◦
貸
与
予
定
人
数
…

４０
人
程
度

◦
応
募
資
格

①
１
年
以
上
前
か
ら
市
内
に
居

住
し
て
い
る
保
護
者
の
子
ど
も

で
、
大
学
・
専
修
学
校
（
２
年
以

上
）・
高
等
学
校
等
に
平
成
２７
年

４
月
以
降
在
学
し
て
い
る
こ
と

②
大
学
・
専
修
学
校
生
へ
の
貸

与
は
、
募
集
要
項
に
定
め
る
学

習
成
績
を
修
め
て
い
る
こ
と

③
世
帯
の
１
年
間
の
所
得
金
額

が
、
募
集
要
項
に
定
め
る
基
準

額
以
下
で
あ
る
こ
と

④
他
の
公
的
機
関
の
奨
学
金
を

貸
与
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

◦
貸
与
金
額
（
月
額
）

・
医
師
…
私
立
大
学

３０
万
円

・
医
師
…
国
公
立
大
学

１５
万
円

・
助
産
師
・
看
護
師
…
５
万
円

◦
貸
与
期
間
…
平
成

２７
年
４
月

～
最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

◦
返
還
免
除
…
医
師
は
貸
与
期

間
の

１．５
倍
の
期
間
、
助
産
師
・

看
護
師
は
貸
与
期
間
の
１
・

２５

倍
の
期
間
、
市
立
医
療
機
関
で

働
い
た
場
合
は
返
還
を
免
除
し

ま
す
。
期
間
に
満
た
な
か
っ
た

場
合
は
無
利
子
に
よ
る
一
括
返

還
ま
た
は
５
％
の
利
息
を
付
け

て
の
分
割
返
還
に
な
り
ま
す
。

◦
応
募
方
法
…
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
新
病
院
対
策
室

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
、
募
集
要
項
は
新
病
院
対
策
室

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〆
２
月
２７
日
㈮

問
新
病
院
対
策
室

☎
７
９
２
・
１
４
３
６

医
師
等
修
学
資
金
貸
与
者
募
集

奨
学
金
貸
与
者
募
集

◦
貸
与
金
額
（
月
額
）

①
大
学
・
専
修
学
校
等
…
５
万
円

②
高
等
学
校
等
…
２
万
円

※
無
利
息
で
、
卒
業
後

１０
年
以
内

に
返
還
が
必
要
で
す
。

◦
貸
与
期
間
…
平
成

２７
年
４
月
～

最
短
修
業
年
限
の
終
期
ま
で

◦
応
募
方
法
…
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
、
学
校
教
育
課
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事
務

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ

し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
申
請
書
、
募
集
要
項
は
学
校

教
育
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
北

部
振
興
事
務
所
に
あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

〆
１
月

２０
日
㈫

問
学
校
教
育
課

☎
７
９
４
・
６
０
７
２

◆◆「
父
子
福
祉
資
金
」
の
貸
付
制
度

　

１０
月
２４
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
母

子
・
寡
婦
福
祉
資
金
に
加
え
て
、
父

子
家
庭
を
対
象
と
し
た
父
子
福
祉
資

金
の
貸
付
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

対
父
子
家
庭
の
父
（

２０
歳
未
満
の

子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
人
）
ま

た
は
子
ど
も
本
人

内
子
ど
も
の
進
学
や
父
親
の
事
業

開
始
に
必
要
な
資
金
な
ど

１２
種
類

※
貸
付
限
度
額
や
利
率
、
返
済
方

法
等
は
資
金
の
種
類
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

※
母
子
家
庭
・
寡
婦
の
人
も
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

問
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

企
画
調
整
課
☎
７
９
２
・
１
１
４
６

制
度
・
手
続
き

◆◆
平
成
２６
年
度
調
理
師
就
業

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

対
給
食
や
飲
食
店
等
施
設
で
調
理

の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
調
理
師

期
１
月
５
日
㈪
～
１
月

１５
日
㈭

申
左
記
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
魚
沼
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部

☎
７
９
２
・
８
６
１
２

介
護
予
防
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
提
出
に
ご
協
力
を

　

住
民
健
診
申
込
書
に
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
同
封
さ
れ
て

い
ま
す
。

対
平
成

２６
年

１２
月
３１
日
時
点
で

６５

歳
以
上
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
人

〆
住
民
健
診
申
込
書
の
封
筒
に
入

れ
、嘱
託
員
（
ま
た
は
自
治
会
長
）

が
指
定
す
る
回
収
方
法
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
介

護
福
祉
室
）
☎
７
９
２
・
９
７
６
０

住
民
健
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

申
問
健
康
増
進
室
☎
７
９
２
・
９
７
６
３

国
保
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

　

国
保
人
間
ド
ッ
ク
の
申
請
書
は
１

月
１０
日
号
の
市
報
と
一
緒
に
全
世
帯

に
配
布
す
る
予
定
で
す
。
住
民
健
診

申
込
書
で
は
お
申
し
込
み
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
１２
月
１０
日
以
降
に

配
布
し
ま
す

　

各
種
が
ん
検
診
等
の
住
民
健

（
検
）
診
の
申
し
込
み
は
、
各
地

区
の
嘱
託
員
を
通
じ
て
お
届
け
し

ま
す
。

申
込
書
の
記
入
方
法

　

世
帯
別
の
封
筒
に
入
っ
て
い
る

申
込
書
に
、
マ
ル
か
バ
ツ
で
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
の
健
診
を
受
け
な
い
予
定
の

人
は
、
バ
ツ
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

提
出
方
法
と
提
出
期
限

　

提
出
方
法
と
提
出
期
限
は
、
嘱

託
員
（
ま
た
は
自
治
会
長
）
が
指

定
す
る
回
収
方
法
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

健
康
・
福
祉

◆◆
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
魚
沼

１０
周
年
記
念
特
別
講
演
会

「
知
っ
て
防
ご
う
認
知
症
」

日
１２
月

１６
日
㈫

１４
時
～

１６
時

場
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー　

講
佐
野
英
孝
先
生
（
白
根
緑
ヶ
丘

病
院
院
長
）
￥
無
料　

申
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

魚
沼
☎
７
９
３
・
７
１
６
６

◆◆
男
の
料
理
サ
ロ
ン

日
１２
月

１７
日
㈬

１０
時
～

１３
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
あ
っ
た
か
お
楽
し
み
男
子
会

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

￥
８
０
０
円
〆

１２
月

１５
日
㈪

申
ま
め
な
会
担
当
・
坂
大
（
社
協

内
）
☎
７
９
２
・
８
１
８
１

生
涯
学
習
・
公
民
館

◆❸
０
～
３
才
向
け　
　
　

だ
っ
こ
で
お
は
な
し

日
１２
月

２６
日
㈮

１０
時

３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

内
子
ど
も
を
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
し
な

が
ら
、
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。
絵
本
「
な
あ
ん
だ
な

ん
だ
？｣

、
紙
芝
居
「
ク
リ
ス
マ

ス｣

な
ど
対
ど
な
た
で
も

◆❶
市
内
図
書
館
（
室
）
年
末

年
始
の
貸
出
期
間
の
延
長

◦
図
書
：

１２
月

１６
日
㈫
～

２８
日
㈰
に

小
出
郷
図
書
館

問
申
☎
７
９
２
・
０
３
３
７

◆❷
赤
ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
て
の
絵
本
を

１２
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
話

し
ま
す
。（
絵
本
２
冊
プ
レ
ゼ
ン

ト
）
１
組

１０
分
程
度
で
す
。

対
平
成

２５
年

１２
月
１
日
～

１２
月
３１

日
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
引
換
書

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

１７
日
㈬

１３
時
～

１４
時

３０
分

小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

ぱ
ぴ
ぷ

２０
日
㈯

１０
時
～

１２
時

広
神
図
書
館

和
室

貸
出
し
た
も
の
…
貸
出
期
間
３
週
間

◦
雑
誌
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
：

１２
月

２３
日
㈫
～

２８
日
㈰
に
貸
出
し
た
も

の
…
貸
出
期
間
２
週
間

問
小
出
郷
図
書
館
ま
た
は
広
神
図

書
館
☎
７
９
９
・
３
２
２
７

受
診
票
は
５
月
に
郵
送

　

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
健

（
検
）
診
の
受
診
票
は
、
平
成

２７

年
５
月
に
郵
送
し
ま
す
。

◆◆
２
０
１
５
新
春
市
民
雪
山
登
山

日
１
月
４
日
㈰
大
力
山
干
溝
登
山

口
（
宝
泉
寺
）
に
９
時
集
合

内
か
ん
じ
き
登
山
で
新
春
の
雪
山

を
楽
し
む
。（
登
り
２
時
間
程
度
）

￥
６
０
０
円
〆

１２
月

２８
日
㈰

持
か
ん
じ
き
、
ス
ト
ッ
ク
、
雪
の

入
ら
な
い
靴
、
雨
具
、
防
寒
着
、

水
筒
、
昼
食

他
山
頂
で
は
、
温
か
い
甘
酒
を
用

意
し
ま
す
。

申
み
ち
ぐ
さ
の
会
・
磯
部

☎
７
９
２
・
２
９
４
０
（
夜
間
）

◆◆
子
ど
も
習
字
教
室（
全
２
回
）

日
１２
月
２５
日
㈭
、
１
月
６
日
㈫
い
ず

れ
も

１０
時
～
１１
時

３０
分

場
小
出
北
部
公
民
館
大
会
議
室（
２
階
）

内
習
字
に
親
し
み
、
楽
し
さ
を
学

び
ま
す
。
講
目
黒
ミ
チ
イ
さ
ん

対
小
学
３
年
生
以
上
定

１４
人

￥
無
料
持
書
初
め
の
手
本
、
習
字

道
具
、
書
初
め
用
紙
、
半
紙
、
新

聞
紙
１
日
分
、
持
ち
帰
る
袋
、
ハ

ン
カ
チ
〆

１２
月

２２
日
㈪

申
保
護
者
が
次
の
窓
口
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
小
出
北
部
公
民
館

☎
７
９
２
・
５
３
３
６
（
平
日
９
時

～
１６
時
）　

information
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お知らせ版

子育て情報メール配信サービスをご利用ください　くわしい内容は「魚沼市ホームページトップ＞
子育て・教育＞子育て情報メール配信サービス開始」　Ｈ http://www.city.uonuma.niigata.jp/

乳幼児健診
種類 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児（４か月児） 平成 26 年 9 月 29 日㈭

13:00
～

13:15

小出子育て
支援センター

1 歳６か月児 平成 25 年 6 月 14 日㈬

湯之谷保健
センター２歳児 平成 25 年 1 月 21 日㈬

３歳児 H23.12.11 ～ 12.31 7 日㈬

持母子健康手帳、問診票
・乳児健診の対象者は「平成 26 年度魚沼市乳幼児健
　診等のご案内」とは対象者が変更になっています。
・参加できない場合は事前にご連絡ください。
・感染症にり患、またはその疑いがある場合は、ご連絡
　のうえ、治癒してからお越しください。

小出子育て支援センターぱぴぷ  ☎ 792・6356
名称 日時 内容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 23 日㈮ 10:45～ 11:00 対１月生まれ

土曜開放日 10 日 9:00 ～ 11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

身長・体重計測
（栄養士同席）

19 日
㈪

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 14:30

離乳食や食事の相
談ができます。

午後から閉館する場合があります。
詳細は「月のおたより」をご覧ください。

堀之内子育て支援センター　☎ 794・2158
名称 日時 内容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊びなど

わくわくタイム 月～金10:45～11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 20 日㈫ 10:45～11:00 対１月生まれ

身長・体重計測 20 日㈫  9:00 ～ 12:00

すくすく広場（親子ふれあい広場）  ☎ 792・6356
会場 日時 内容

１月はお休みです

子育て支援センター 1月 問健康増進室
☎ 792・9763

 1月 児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期日 受付 会場

離乳食講習会
ステップ 1

H26 年 10 月生の
乳児の養育者

6 日
㈫

9:30
～

9:45 小
出
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー

離乳食講習会
ステップ２

H26 年 6 月生の
乳児の養育者

13 日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

H26 年 2～3 月生の
乳児の養育者

20 日
㈫

1 歳
よちよち教室

（親子遊び、
歯磨きなど）

平成 26 年 1 月生 27 日
㈫

9:15
～

9:30

持母子健康手帳
◎１２月２６日㈮午後～１月４日㈰まで休館です。
◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

12 月 16 日～ 31 日 行事カレンダー

16 火
エンジョイスポーツクラブ魚沼１０周年記念イ
ベント特別講演会「知って防ごう認知症」

（14:00/ 魚沼市地域振興センター）

17 水
みんなあつまれげんきっこ（9:00/ 小出保育園）
ブックスタート

（13:00/ 子育て支援センターぱぴぷ）

18 木 めぐみ幼稚園未就園児教室（9:30/ めぐみ幼稚園）
プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）

19 金

20 土
ブックスタート（10:00/ 広神図書館）
キッズクリスマス （第 1部 10:00、第 2部
11:30/ 小出郷文化会館大ホール）

21 日

休日窓口【小出庁舎のみ】（8:30 ～ 12:00）
（住民票・戸籍関係・印鑑証明の発行、印鑑登録）

日曜なんでも相談会・要予約
（8:30/ 市民相談センター）

22 月
23 火
24 水

25 木

第６期納期限（後期高齢者医療保険料）
第７期納期限（市・県民税、固定資産税、介護
保険料、国民健康保険税）
年金相談日

（10:00 ～ 15:00/ 小出ボランティアセンター）
要予約長岡年金事務所☎ 0258･88･0006

26 金 だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）
27 土
28 日
29 月
30 火
31 水

◆◆
神
湯
温
泉　
　
　
　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

日
１２
月

２３
日
㈷
㈫

１６
時
～

１９
時（
予
定
）

場
神
湯
温
泉
大
広
間

◦
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
参
加
者
募
集
中

内
和
洋
折
衷
バ
イ
キ
ン
グ
食
べ
放

題
、各
種
ド
リ
ン
ク
飲
み
放
題
（
ア

ル
コ
ー
ル
含
）、温
泉
入
り
放
題（
タ

オ
ル
付
）、
全
員
に
当
た
る
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
、
神
湯

お
も
て
な
し
隊
ス
テ
ー
ジ
発
表

定
１
０
０
名
様
（
先
着
）

￥
大
人
男
性
４
、２
０
０
円
、
女

◆◆
市
内
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン

■
大
原
ス
キ
ー
場

【
オ
ー
プ
ン
日
】

１２
月

２０
日
㈯
８

時
３０
分
か
ら
【
定
休
日
】
１
月
７

日
か
ら
は
毎
週
水
・
木
曜
日
（
１

月
６
日
ま
で
は
無
休
）

問
☎
７
９
６
・
２
０
３
９

■
須
原
ス
キ
ー
場

【
オ
ー
プ
ン
日
】

１２
月

２０
日
㈯
８

時
３０
分
か
ら
【
定
休
日
】
な
し

他
オ
ー
プ
ン
日
は
リ
フ
ト
１
日

券
、
５
時
間
券
が
半
額
で
す
。

問
☎
７
９
７
・
２
０
５
９

■
小
出
ス
キ
ー
場

【
オ
ー
プ
ン
日
】

１２
月

２０
日
㈯
９

時
か
ら
【
定
休
日
】
毎
週
水
曜
※

１２
月
３１
日
、
１
月
７
日
、
２
月

１１

日
は
営
業
【
ナ
イ
タ
ー
営
業
日
】

毎
週
土
曜
日
及
び
、

１２
月

２８
日
～

３０
日
、
１
月
２
～
４
日

問
☎
７
９
２
・
５
３
２
０

■
薬
師
ス
キ
ー
場

【
オ
ー
プ
ン
日
】

１２
月

２０
日
㈯
９

時
か
ら
【
営
業
日
】
１
月

１２
日
㈷

㈪
ま
で
は
無
休
、
以
降
は
木
～
日

曜
ま
で
営
業
、
３
月
以
降
は
土
日

の
み
営
業

問
☎
７
９
２
・
５
５
５
４

■
大
湯
温
泉
ス
キ
ー
場

【
オ
ー
プ
ン
日
】

１２
月

２３
日
㈫
９

時
か
ら
【
営
業
日
】
１
月
４
日
ま

で
は
無
休
、
以
降
土
日
の
み
営
業

問
☎
７
９
５
・
２
５
１
４

■
奥
只
見
丸
山
ス
キ
ー
場

【
初
滑
り
シ
ー
ズ
ン
営
業
日
】
１

月
４
日
㈰
ま
で

問
☎
７
９
５
・
２
７
５
０

催
　
　
　
し

◆◆
少
年
少
女
ス
キ
ー
教
室

日
１
月

１１
日
㈰
～
２
月

１５
日
㈰
毎

週
日
曜
（
全
６
回
）

１０
時
～

１２
時

場
小
出
ス
キ
ー
場

対
市
内
小
学
生（
初
心
者
・
経
験
者
）

￥
４
、５
０
０
円
（
１
月

１１
日
に

現
地
で
支
払
い
）
リ
フ
ト
券
は
別

途
個
人
負
担
で
す
。
定

４０
人

持
ス
キ
ー
用
具
は
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
〆

１２
月

３０
日
㈫

申
ア
ク
シ
オ
ム
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
佐
藤

☎
℻
７
９
９
・
３
１
７
３

◆◆
障
害
者
ス
キ
ー
会
員
募
集

　

障
害
が
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
共
に
福
祉

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

で
き
な
い
と
思
う
前
に
、ま
ず
や
っ

て
み
る
。「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い

う
自
信
と
勇
気
を
も
っ
と
多
く
の

仲
間
と
わ
か
ち
あ
い
ま
し
ょ
う
。

◦
ス
キ
ー
交
流
イ
ベ
ン
ト（
予
定
）

①
南
魚
沼
・
湯
沢
方
面

日
１
月

１７
日
㈯
ま
た
は

１８
日
㈰

②
赤
倉
・
池
の
平
方
面

日
２
月
２１
日
㈯
ま
た
は

２２
日
㈰

対
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

問
新
潟
県
身
体
障
害
者
ス
キ
ー
協
会
・
目
黒

☎
℻
０
２
５
８
・
２
４
・
０
２
６
１

ス
ポ
ー
ツ

◆◆
魚
沼
市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
１２
月

１４
日
㈰

１０
時
か
ら

場
小
出
ミ
ヤ
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

内
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
健
康
ボ
ウ
リ
ン

グ
を
し
ま
し
ょ
う
。
定

５０
人

￥
１
、６
０
０
円
〆

１２
月

１３
日
㈯

他
３
ゲ
ー
ム
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
戦

申
魚
沼
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
会

長
・
友
野
☎
７
９
２
・
３
３
２
２

◆◆
駒
見
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

期
１
月
２
日
㈮
～
３
月
７
日
㈯
の

原
則
冬
休
み
期
間
中
及
び
土
日
祝

祭
日
の

１０
時
～

１２
時
、

１３
時

３０
分

～
１５
時

３０
分

場
小
出
ス
キ
ー
場

対
保
育
園
・
幼
稚
園
年
長
児
、
小
・

中
学
生（
教
室
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
）

￥
小
・
中
学
生
２
６
、０
０
０
円

（
市
内
小
・
中
学
生
は
シ
ー
ズ
ン

券
助
成
で
２
０
、０
０
０
円
）

年
長
児
２
０
、０
０
０
円

　

各
教
室
と
も
に
、シ
ー
ズ
ン
券
、

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
、
講
習
料
等
を

含
み
ま
す
。
兄
弟
割
引
有
り
。

定
１
５
０
人
（
随
時
受
付
）

申
貝
瀬
（
小
出
島
）

☎
７
９
２
・
０
５
５
８

性
３
、２
０
０
円
（
お
酒
を
飲
ま

な
い
人
１
、０
０
０
円
引
き
）、

小
学
生
１
、２
０
０
円
、
幼
児

８
０
０
円

◦
１２
月

２３
・

２４
日
限
定
！
「
聖
夜

の
格
安
プ
ラ
ン
」

・
洋
室
１
室
９
、８
０
０
円
（
税
込
）

一
泊
朝
食
付
２
名
様
ま
で

・
来
館
者
全
員
に
ち
ょ
こ
っ
と
プ

レ
ゼ
ン
ト

・
夕
市
開
催
（
野
菜
・
果
物
）

１４

時
～

２０
時
ま
で

申
神
湯
温
泉
倶
楽
部

☎
７
９
９
・
３
３
５
０

日４月１６日㈭～２０日㈪

場リンカーンセンター（アメリカ合衆国ニューヨーク市）

内「The King ＆ I」鑑賞ほか（３泊５日）　定１５人

対市民　￥２５万円程度（参加人数により変動あり）

〆１２月２０日㈯　他後援：魚沼市

申（一社）魚沼市観光協会☎７９２・７３００

　名誉市民の俳優・渡辺謙さんが、ブロードウェイ

ミュージカル「The King ＆ I（王様と私）」で、日

本人初の主演を演じます。魚沼市民として応援団を

結成し、現地に渡航します。

information
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市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

１２
月

１９

日
㈮
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ＱＡ
　

今
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
よ

り
、
魚
沼
市
の
中
学
３
年
生
で
、
家
庭
で
１

日
１
時
間
以
上
学
習
す
る
子
の
割
合
は
？

①　

６８
％

②　

６４
％

③　

４８
％

問　財政室　☎　７９２－９２０５

魚沼市優良工事表彰
平成２６年度

　平成２５年度に完成した建設工事の中から、特に模範となる工事や施工
管理が優れた技術者を選定し、表彰を行いました。（敬称略・表彰内容抜粋）

　平成２４年度に発生した広神川
西第２配水池の水源渇水対策とし
て、水道管布設を行いました。施
工条件としては、工事箇所が国道
２５２号線で交通量が多く、施工
延長も４３６ｍと長い区間であっ

たため、交通安全対策には特に注意が必要な工事で
した。監督員との綿密な打合せや関連他業者との意
見交換を積極的に行うとともに、近隣住民への工事
説明を丁寧に行いながら、環境面にも配慮し無事故
で工期内完成を達成しました。

有限会社　櫻井工業

国道２５２号
（三渕沢・田中地内）

水道管布設第１次工事

山岳土建株式会社

市道関下５号線
道路改良工事

　堀之内小学校の通学路である市
道関下５号線が老朽化し、冬季間に
おける児童の通学について支障があ
るため改良を行いました。施工にあ
たっては地元町内会はもとより、企
業、学校等と連絡を密にし、振動を
伴う工種では企業の休日に作業を行
うなどの配慮を行い、近隣住民から
も好印象を得て無事故で完成させま
した。また、本工事において同社の
久保田誠治さん（下写真）が優秀技
術者として表彰されました。

株式会社
越乃かやぶき

重要文化財旧目黒家
住宅主屋他２棟建造物
保存修理工事

コイデン・五十嵐・上村
特定共同企業体

魚沼市消防庁舎
機械設備工事

　重要文化財である目黒邸におい
て、平成９年以来１５年ぶりに茅葺
屋根の葺替えを行うとともに、敷地
内に存する神社等の建築物におい
て修復を実施しました。
　全体で８０７㎡の面積を３年間で
葺替える工事の２年目であり、葺替

えと同時に前年度に解体した石動社についても建立当
初の姿に復元を行いました。目黒邸は国指定の文化財
であることから、その価値を損なうことの無いよう施工
計画に沿った着実な施工技術が要求されましたが、熟
練の技術により工事期間中も一般開放を継続しながら、
設計を満たす品質に仕上げることができました。

　新築される消防庁舎を構成する
庁舎棟、車庫棟、訓練塔及び敷地
に機械設備を設置しました。２４時
間の連続運用という消防業務の特
殊性や、車庫棟及び訓練棟におい
ては消防車両等の整備、出動準備、

各種資機材の格納等をスムーズに行える環境を整備す
る必要があり、特殊かつ多様な機械設備を設置する工
事でした。同時施工される工事との綿密な調整により
相互に同調した施工が求められるなか、機器の設置や
稼働試験にも施工者独自の創意工夫を実施し品質確保
を図り、順調な安定稼働に努め完成させました。

優良工事表彰４社優秀技術者表彰１名

　

前
回
の
正
解
は
、「
②
３
番
目
」
で
し
た
。
当

選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
幡
真
砂
子
さ
ん

池
田
誠
さ
ん

渡
辺
順
子
さ
ん

酒
井
和
人
さ
ん

松
田
苺
佳
さ
ん

人口 うち外国人 増減
男 19,073 36 -19
女 19,971 150 -10
計 39,044 186 -29

世帯数 13,505 -4

人口と世帯数（Ｈ２６．１１．１）

佐藤　イシ　　八幡町　　　９３歳
宮　　春枝　　春日町　　　９１歳
佐藤　雅人　　春日町　　　２７歳
若木　好枝　　大石二　　　８３歳
渡邉　健一　　大石二　　　７９歳
山田　ヨシ　　本村　　　　９６歳
大平ハルヱ　　立　　　　　９１歳
覚張みよ子　　田戸　　　　９５歳
森山　　昻　　新道島　　　７２歳
瀧澤　隆市　　原一　　　　９８歳
古田島常雄　　原一　　　　８８歳
富永　　元　　あけぼの町　８０歳
渡邉　吉子　　横町２丁目　９０歳
久川　嘉子　　大清水住宅　８０歳
櫻井　甲造　　中原　　　　８０歳
髙橋千惠子　　中原　　　　７８歳
大平　利雄　　干溝　　　　６５歳
髙村百合子　　虫野　　　　８６歳
佐藤ヨシノ　　大浦　　　　８８歳
渡邊　キヨ　　大湯温泉　　８７歳
佐藤ハルノ　　田中　　　　９４歳
佐藤　　實　　雁坂下　　　８６歳

小川　タケ　　小庭名　　　９８歳
櫻井　カウ　　並柳　　　　９８歳
櫻井　福督　　池平　　　　８７歳
横山　千縫　　西村　　　　９４歳
上村　義雄　　向松川　　　８０歳
斉藤　要助　　高倉　　　　９１歳
大島　竹信　　大栃山　　　８４歳
佐藤　寅雄　　大栃山　　　８３歳
酒井與五郎　　横根　　　　８８歳
矢代　健重　　平野又　　　６４歳

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

阿部　　和
なごみ

　和幸・英梨子　学校町  
桜井　一

い ち か

華　彰人・留美　　　　立  
池田　楓

は や と

翔　大貴・由貴　小出旭町
富永　徠

く る み

未　隆幸・美香　　古新田  
櫻井　直

な お と

斗　一彦・由希乃　青島中  
奥村　好

こうせい

誠　圭太・真紀　　上ノ原  
安澤　望

の い

生　善和・明香　　上ノ原  
駒形　優

ゆうしん

心　裕幸・里菜　　　井口  
佐藤　璃

り く

空　達也・昌恵　　七日市  
古山　優

ゆ あ

空　健・真希子　　　吉田  
山本　木

こ の は

葉　俊夫・明美　　小平尾  
櫻井　日

ひ よ り

和　暁・陽子　　　　池平  
土野　葵

あ お い

衣　宏明・美由紀　　細野  
穴沢　琉

る な

愛　隆広・絵里子　　長鳥  
佐藤　　庵

いおり

　正成・明奈　西名新田  

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。（10 月 21 日～ 11 月 20 日届出分）ひとのうごき
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１２月２５日（木）です。

人口と世帯数（Ｈ２６．１１．１）

佐藤　イシ　　八幡町　　　９３歳
宮　　春枝　　春日町　　　９１歳
佐藤　雅人　　春日町　　　２７歳
若木　好枝　　大石二　　　８３歳
渡邉　健一　　大石二　　　７９歳
山田　ヨシ　　本村　　　　９６歳
大平ハルヱ　　立　　　　　９１歳
覚張みよ子　　田戸　　　　９５歳
森山　　昻　　新道島　　　７２歳
瀧澤　隆市　　原一　　　　９８歳
古田島常雄　　原一　　　　８８歳
富永　　元　　あけぼの町　８０歳
渡邉　吉子　　横町２丁目　９０歳
久川　嘉子　　大清水住宅　８０歳
櫻井　甲造　　中原　　　　８０歳
髙橋千惠子　　中原　　　　７８歳
大平　利雄　　干溝　　　　６５歳
髙村百合子　　虫野　　　　８６歳
佐藤ヨシノ　　大浦　　　　８８歳
渡邊　キヨ　　大湯温泉　　８７歳
佐藤ハルノ　　田中　　　　９４歳
佐藤　　實　　雁坂下　　　８６歳

小川　タケ　　小庭名　　　９８歳
櫻井　カウ　　並柳　　　　９８歳
櫻井　福督　　池平　　　　８７歳
横山　千縫　　西村　　　　９４歳
上村　義雄　　向松川　　　８０歳
斉藤　要助　　高倉　　　　９１歳
大島　竹信　　大栃山　　　８４歳
佐藤　寅雄　　大栃山　　　８３歳
酒井與五郎　　横根　　　　８８歳
矢代　健重　　平野又　　　６４歳

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

阿部　　和
なごみ

　和幸・英梨子　学校町  
桜井　一

い ち か

華　彰人・留美　　　　立  
池田　楓

は や と

翔　大貴・由貴　小出旭町
富永　徠

く る み

未　隆幸・美香　　古新田  
櫻井　直

な お と

斗　一彦・由希乃　青島中  
奥村　好

こうせい

誠　圭太・真紀　　上ノ原  
安澤　望

の い

生　善和・明香　　上ノ原  
駒形　優

ゆうしん

心　裕幸・里菜　　　井口  
佐藤　璃

り く

空　達也・昌恵　　七日市  
古山　優

ゆ あ

空　健・真希子　　　吉田  
山本　木

こ の は

葉　俊夫・明美　　小平尾  
櫻井　日

ひ よ り

和　暁・陽子　　　　池平  
土野　葵

あ お い

衣　宏明・美由紀　　細野  
穴沢　琉

る な

愛　隆広・絵里子　　長鳥  
佐藤　　庵

いおり

　正成・明奈　西名新田  

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。（10 月 21 日～ 11 月 20 日届出分）ひとのうごき
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

こ
の
写
真
を
撮
影
し
た
の
は

１０

月
の
中
旬
で
し
た
。
道
路
の
真
ん

中
に
寝
転
ん
で
「
ヨ
ー
イ
、
ド

ン
！
」
の
合
図
の
繰
り
返
し
。
小

さ
な
モ
デ
ル
さ
ん
た
ち
、
本
当
に

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
こ
の
場

所
が
ど
こ
か
解
り
ま
す
か
。

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

　

特
集
は
い
か
が
で
し
た
か
。
前

号
ま
で
は
ペ
ー
ジ
数
の
圧
縮
に
努

め
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
今
号

は
で
き
る
限
り
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を

増
や
し
ま
し
た
。
広
報
の
役
目
は

行
政
情
報
を
伝
え
る
こ
と
は
無
論

で
す
が
、
皆
さ
ん
に
元
気
や
希
望

を
届
け
る
こ
と
も
大
切
な
役
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
の

１０
年
も
多

く
の
困
難
や
課
題
が
待
ち
受
け
て

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な

時
代
で
あ
っ
て
も
、
明
る
く
元
気
な

魚
沼
市
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。（
Ｔ
）
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魚
沼
っ
子

№

4

中
家
民
芸
保
存
会

がんばる

中家民芸保存会の子どもたち

　

雪
深
い
冬
に
出
稼
ぎ
や
湯
治
な
ど
で
、

県
外
等
で
覚
え
た
歌
や
踊
り
を
持
ち
帰

り
伝
承
し
て
き
た
中
家
の
民
芸
。
昭
和

３７

年
に
保
存
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
大
人
の
会
員
の
他
に
、
小
学
校

１
年
生
か
ら
中
学
校
１
年
生
ま
で
の

１２
名

の
子
ど
も
た
ち
が
加
入
し
、
芸
能
祭
に
出

演
し
た
り
慰
問
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
大
切
な
芸
能
文
化
を
未
来

に
伝
え
る
子
ど
も
た
ち
、
が
ん
ば
れ
。

児童絵画 今
月
は
伊
米
ヶ
崎
小
学
校
の
児
童
の
作
品
で
す

№

119

「顔くしゃおじさんのおふろ」
５年  佐 藤  悠 来  さん

「私のふるさと伊米ヶ崎」
６年  杉 山  亜 理 沙  さん

no.119
ミニミニクッキング！

Good!

焼き大根（副菜）

①大根を２ｃｍの輪切りにし、両面に十字に隠し包
　丁を入れる。残りの大根はすりおろし、青しそは
　千切りにする。
②フライパンに薄くサラダ油をしいて熱し、大根を
　並べる。フタをし、５分蒸し焼きにする。焦げ目
　がついたら裏返し、水を 1/4 カップ加えてさらに
　蒸し焼きにする。
③大根を皿にのせ、大根おろし、青しそ、かつおぶ
　しをのせ、上からこしょうをふりかける。最後に
　ごま油とポン酢をかける。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

エネルギー　78kcal　　たんぱく質　2.3 ｇ
脂質　5.2 ｇ　　炭水化物　6.9 ｇ　　塩分　1.6 ｇ

＜塩分のとり過ぎ防止＞加工食品に注意しましょう。ソーセー

ジ、ハム、かまぼこ、ちくわなどは 100g 中に 2 ｇ～ 2.5 ｇ

の塩分があります。量を考えて食べましょう。
大根　　　　　　１／２本
青しそ　　　　　　　８枚
こしょう　　　　　　少々
ごま油　　　　　小さじ２

サラダ油　　　小さじ２
ポン酢　　　　小さじ４
かつおぶし　　　　適量

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
１
０
０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す


